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ブルックフィールド、みずほ証券と共同で、 

日本でグローバル・インフラストラクチャー・インカム戦略を提供 
 

日本のプライベートウェルス市場に、安定したインカム創出型インフラ投資機会を提供 

 
ニューヨーク／東京 — 2026 年 4 月 27 日 — ブルックフィールドは本日、同社のプライベートウェルス・プラットフォームが、日

本の大手金融機関であるみずほ証券株式会社と共同で、ブルックフィールド・インフラストラクチャー・インカム（BII）戦略

を日本で提供することを発表しました。BII 戦略は、主に運輸、再生可能エネルギー、ミッドストリーム、データ、公益事業と

いった分野における優良なインフラエクイティ投資とインフラ関連デット資産に対する選抜的なエクスポージャーを組み入れた

分散型ポートフォリオを通じて、ブルックフィールドが有するグローバルなインフラストラクチャー（インフラ）プラットフォームへの

アクセスをウェルス投資家に提供するものです。 

 
2023 年にローンチした BII 戦略は総資産価値 80 億米ドル超1を有しており、125 年以上にわたるインフラ投資の実績とグ

ローバルな規模を誇るブルックフィールドの強みをプライベートウェルス市場に提供しています。インフラは、今後30年間で200

兆ドル超の投資が必要と見込まれる世界的なメガトレンドの恩恵を受ける有望な分野です。また、インフラ投資は歴史的

に、インフレ耐性、安定的なインカム、伝統的資産クラスとの低い相関といった特性を有し、強靭かつ安定したリターンを提

供してきました。 

 
ブルックフィールドのプライベートウェルス部門インターナショナル統括のジェレミー・ホールは、次のように述べています。「急速

に進化する市場環境、拡大する準富裕層、そしてオルタナティブ投資への関心の高まりを背景に、日本は世界的に見て

も非常に魅力的なウェルス市場の一つです。金融仲介業者およびアドバイザーを通じて日本で BII 戦略を提供することで、

機関投資家が⾧年享受してきたブルックフィールドのグローバル・プラットフォームが提供する優良なインフラ投資機会と運用

能力にウェルス投資家もアクセスが可能となります。日本の投資家による当社ウェルス戦略へのアロケーションは拡大してお

り、今後 12 カ月にわたり日本での戦略提供をさらに拡充していきたいと考えています。」 
 

同部門日本担当ヘッドの青山達郎は、次のように述べています。「日本を代表する金融機関の一つであるみずほ証券を

通じて、ブルックフィールドの旗艦プライベート・インフラ戦略を日本の投資家の皆さまに提供できることを大変嬉しく思います。

 

1 2026 年 2 月 28 日時点。 
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プライベート・インフラは、伝統的資産クラスとは本質的に異なるリスク・リターンの源泉を有しており、今後も投資家のポー

トフォリオにおける中核的なアロケーションとして、その重要性を一層高めていくものと確信しています。」 

 

# # # 

 

メディアお問い合わせ先 

グレース・マッカーシー：grace.mccarthy@brookfield.com | +61 408 854 518 

レイチェル・ウッド：rachel.wood@brookfield.com | +1 980 428 3539 

スタンレー・ホワイト：stanley.white@cdrconsultancy.com | +81 (0)80 4890 8081 

 

ブルックフィールド・アセット・マネジメントについて 
ブルックフィールド・アセット・マネジメント・リミテッド（NYSE: BAM、TSX: BAM）は、ニューヨークに本社を置く世界有数のオ

ルタナティブ資産運用会社であり、インフラ、エネルギー、プライベート・エクイティ、不動産、クレジットにわたり 1 兆ドル超の

運用資産を有しています。当社は、グローバル経済の基盤を支える実物資産および不可欠なサービス事業に重点を置き、

⾧期的な視点で顧客資本の運用を行っています。また、公的・私的年金、基金、政府系ファンド、金融機関、保険会社

および個人ウェルス投資家など、世界中の投資家に対し、多様なオルタナティブ投資商品を提供しています。資産のオー

ナー（所有者）兼オペレーター（運営者）としての伝統を活かし、経済サイクルを通じてバリュー投資を実践し、顧客に対

して優れたリターンの創出を目指しています。詳細については、当社ウェブサイト（www.brookfield.com）をご覧ください。 

 

重要事項およびリスクに関する開示 

本プレスリリースは情報提供のみを目的としたものであり、いかなる法域においても、有価証券または投資商品の売却の

申込みまたは購入の勧誘を構成するものではありません。投資判断は、本プレスリリースではなく、目論見書を含む関連

する正式な募集資料の内容のみに基づいて行われるべきものです。また、本プレスリリースは、当該配布または利用が適

用される法令または規制に抵触する法域における個人または法人に対して配布または利用されることを意図したものでは

ありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。投資元本およびそこから得られる収益

は、上昇する場合もあれば下落する場合もあり、投資家は投資元本の全額を回収できない可能性があります。インフラ

投資には、市場リスク、流動性リスク、為替リスク、規制リスク、オペレーショナルリスク、ならびに基礎資産に関連するリス

クなど、さまざまなリスクが伴います。また、BII の投資目的が達成される保証はありません。 

 

将来予想に関する記述 

本プレスリリースには、適用される証券関連法令の意味における将来予想に関する記述および情報が含まれています。将

来予想に関する記述とは、将来の事象または状況に依拠または言及する予測的な記述をいい、「予想する」「見込む」
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「計画する」「信じる」「推定する」「追求する」「意図する」「目標とする」「想定する」「予測する」などの表現、これらの否定

形、または「～する可能性がある」「～する予定である」「～すべきである」「～であろう」「～し得る」などの将来または条件を

示す表現を含みます。本プレスリリースにおける将来予想に関する記述には、日本のウェルス市場の成⾧見通し、インフラ

投資需要の予測、ブルックフィールドによる日本における提供戦略の拡大計画、ならびに BII 戦略により期待される効果

に関する記述が含まれますが、これらに限定されるものではありません。これらの記述は将来の業績を保証するものではな

く、既知および未知のリスク、不確実性、その他の要因を伴うものであり、その結果、実際の結果がこれらの記述において

明示または示唆された内容と大きく異なる可能性があります。ブルックフィールドは、法令により要求される場合を除き、新

たな情報、将来の事象その他の理由にかかわらず、これらの将来予想に関する記述を公に更新または修正する義務を負

うものではありません。 

 

規制に関する情報 

日本において、BII 戦略はみずほ証券株式会社を含む第一種金融商品取引業者を通じて提供されます。投資家は、投

資判断を行う前に、金融アドバイザーに相談のうえ、目論見書および関連補足資料を含む正式な募集資料を確認すべ

きです。手数料、費用およびコミッションが発生する場合があり、これらは関連する募集資料に記載されています。また、本

プレスリリースの配布は、一部の法域において法令により制限される場合があります。本プレスリリースを入手された方は、

適用されるすべての制限について自ら確認し、これを遵守する必要があります。 

 


